
１月１１日（火）全校集会、1･2年実力テスト

１２日（水）職員会議

１３日（木）特別日課(清掃なし)、1年ふれあい文化教室

１７日（月）B日課、教育進路相談

１８日（火）B日課、教育進路相談

１９日（水）学年会

２０日（木）B日課、教育進路相談

２１日（金）B日課、教育進路相談

２４日（月）B日課、教育進路相談

２５日（火）B日課、教育進路相談、2年立志式

２６日（水）全校朝会(表彰)、地域学校園教科部会

２７日（木）B日課、調査書作成委員会

２８日（金）専門委員会日課、生徒会専門委員会

３１日（月）学年会、安全点検

２月 １日（火）2年スキー･スノボ教室

11／24～26の期
間、ボランティア委
員が募金活動を行い
ました。生徒や先生
方から22､411円集
まり、県･市の福祉活
動に使われることに
なりました。

令和４年（２０２２年）のスタートです。２学年もあと3ヶ月、３学

年という最上級生になる心構えと準備をする時期となりました。新しい

年を迎え、みなさんは新たな希望を持ち今年の目標を立てたと思います。

毎日をただ何となく過ごすのではなく、一日一日目標に向かって努力し、

達成感を得ることが大切です。ぜひとも実行に移し、小さくても結果を

出せるようにやり抜きましょう。新年の新たな思いを忘れずに、この１

年間を有意義に過ごしてほしいと思います。

また今年は、みなさんにとってこれまでの人生で経験しなかったような年になることでしょう。

それは「受験」があるからです。知っての通り今の３年生は、冬休み中に第１回目の私立受験を行

い、進路決定の正念場を迎えているところです。つまり、みなさんの「受験」は、もう１年もない

ということです。県立・私立どこの高校に行っても３年間に違いはない「たかが受験」ですが、自

分の人生が左右されることになる「されど受験」でもあります。できれば『お互いに喜び合える15

の春』が迎えられるように、悔いのないよう精一杯努力することを期待しています。

ＮＨＫ歳末助け合い募金



１組 小澤奈央 西岡俊亮

２組 青木紗良 松本敬也

３組 橋本果歩 本山瑛久

４組 野澤由衣 鈴木蔵人

５組 関口奈桜 野口遥斗

立志式実行委員

※この学年だよりには、生徒の名前や写真等が掲載されていますので、取扱にはご注意ください。（文責：木口）

（１） １／１７（月）～２５（火） 教育相談 担任と生徒の２者懇談です。今年度最

後の教育相談となりますので、気になることがあれば、事前に保護者とお子様とで

話し合いをしておいてください。必要があればスクールカウンセラーとの相談につ

なぐこともできます。

（２） １／２５ (火) 立志式 義務教育の最終学年を迎えるにあたり、「自分の立

場を理解し、決意を新たにする」ために、２学年で「立志式」を行います。知事のメ

ッセージ披露や学校長のお話、代表生徒の作文発表が主な内容です。

（３） ２／１ (火) スキー･スノボ教室 昨年１２月の保護者会でご説明しましたよ

うに、立志式の記念行事として実施が予定されています。楽しい思い出がたくさん

作れるように、今のうちから健康管理には十分心掛けていてください。

12月2日(木) おにぎりの日

年末の忙しい時期でしたが、約９割の保
護者の方にお集まりいただきました。来年2
／1(火)実施予定の「スキー・スノボ教室」
の説明を中心に会を進めました。令和４年
度の修学旅行は現時点で「6／17～19、京
都･奈良方面」になっています。

12月21日(火) ２学年保護者会

今年度のお弁当の日は、主食になる「おに
ぎり」を持参しました。この日のメニューは、
おにぎり、牛乳、鶏肉のから揚げ、おひたし、
なめこ汁でした。普段、何気なく食べている
給食ですが、食材はもとより、調理してくだ
さる方々にも感謝しましょう。

「立志」とは、「志を立てること」つまり、「将来の目的を定めてこれを成し遂げようとすること」です。そして

「立志式」とは、武士社会で行われていた『元服』の儀にちなんで、１４才になった人を祝う式のことです。

『元服』は７世紀に中国から伝わった風習で、数え年１５歳（現在の年齢で１４歳）になると、男子は子供の

髪型である「総角（あげまき）」をやめ、貴族では冠をかぶり、武士は烏帽子をかぶり、大人の仲間入りをし

ました。女子も、肩までおろした「振り分け髪」を「髪上げ」にし、やはり大人の仲間入りをしました。髪型や着

るものだけでなく名前もかえて、完全に大人として扱われるようになりました。

現代の日本においては、１４歳の誕生日を過ぎると、刑法上「責任能力がある」とされて大人と同じような

責任を課せられるようになります。つまり、昔も今も１４歳になると、大人としての自覚や責任が求められると

いうことです。だからこそ今、「～のような大人になりたい」「～の職に就きたい」など、将来の自分や職業に
ついて考えてほしいのです。大人への道を歩き始めた今、一人一人が自分の将来をすばらしいものにでき

るよう、大きな夢や希望をもって、大きな志を立ててほしいと思います。




